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家庭用アイロン台のＳＧ基準 

SG Standard for Ironing Board for Home-use 

 

１．基準の目的 

   この基準は、家庭用アイロン台の安全性品質及び使用者が誤った使用をしないための必要事項を定め、 

一般消費者の身体に対する危害防止及び生命の安全を図ることを目的とする。 

 

２．適用範囲 

   この基準は、一般家庭内で床上又は卓上に設置して布帛類のアイロンがけに使用する台（以下「アイロン 

台」という。）であって、かつ次のいずれにも該当しないものについて適用する。 

・アイロン台以外の機能を兼ねるもの 

・袖馬、肩馬、万十など部分がけ専用台 

・コンセント等電気部品が付いたもの 

 

３．形式分類 

   アイロン台の形式は、表１の通りとし、更に附属品については、表２のとおりとする。 

 

表１：形式 

使用時の高さ 脚部の有無 高さ調整機能 

立位使用を前提としたもの あり 
あり 

なし 

座位使用を前提としたもの 
あり 

あり 

なし 

なし なし 

兼用のもの あり あり 

 

表２：附属品 

附属品の種類 

アイロン置き台 アイロンを載せる専用台 

仕上馬 
アイロン台に取り付ける部分掛け専用の

台部分（肩馬・袖馬等） 

その他 
ハンガーフック、アイロンコードフック、簡易

的な棚など 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．安全性品質 

  アイロン台の安全性品質は、次のとおりとする。 

 基準 基準確認方法 

１.外観及び

構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．アイロン台の外観、構造は、次の通りと

する。 

 

（１）アイロン台の各部には、先鋭部、ば

り、まくれ、ささくれ等の身体に傷害

を与えるような欠点がないこと。 

 

（２）各部の組付けは確実で、亀裂、破損及

び使用上支障のある変形やはずれ等が

生じないこと。 

    

（３）平面上にアイロン台を使用状態にして

置いた際に、接地部にすきまが生じな

いこと。 

 

（４）アイロン掛け面には著しい凹凸がな

く、ゆがみのない連続した滑らかな面

で構成されていること。 

 

（５）脚部折り畳み機構や高さ調整機構、脚

部伸展機構があるものは、円滑に作動

し、各調整位置において確実に固定で

きる構造であること。 

また、当該可動部に用いる金具等は緩み

止めの処置を施していること。 

 

（６）脚部折り畳み機構は意図せず折り畳ま

れない構造であり、固定具を有してい

ること。なお、可動部は手指などを挟

みにくい構造であること。又は使用中

容易に外れないカバー等で覆われてい

ること。 

 

（７）附属品を有するものにあっては、アイ

ロン台本体に確実に固定できる構造で

あること。 

 

 

 

 



 

２.強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.安定性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.材料 

 

２．アイロン台の強度は、次の通りとする。 

 

（１）アイロン掛け面に力を加えた時、製品

には亀裂、破損及び使用上支障のある

変形がないこと。 

 

（２）附属品を有するものは、表３に示す条

件の試験を行った時に附属品及びアイ

ロン台本体の附属品取付部のいずれに

も亀裂、破損及び使用上支障のある変

形が生じないこと。 

 

３．アイロン台の安定性は、次の通りとする。 

 

（１）脚部を有するものは、アイロン掛け面

に力を加えた時にアイロン台が容易に

転倒しないこと。附属品を有するもの

にあっては、更に２.（２）の表３に規

定する試験を行った際にもアイロン台

が転倒しないこと。 

 

（２）脚部を有するものは、最大高さにした

アイロン台を傾き〇度の傾斜台に載せ

た時に転倒しないこと。 

 

４．アイロン台の材料は、次の通りとする。 

 

（１）金属製材料の表面は、耐食性を有する

材料を使用するか、表面に防錆処理を

施したものであること。 

 

（２）アイロン掛け面・天板を構成する表面

布、クッション材等の繊維材料及び木

質系芯材は、有害な影響を与えるおそ

れがないものであること。 

 

 

 

 

 

 



 

５．表示及び取扱説明書 

  アイロン台の表示及び取扱説明書は、次のとおりとする。 

 基準 基準確認方法 

１.表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.取扱説

明書 

１．製品には、容易に消えず、かつ剥が

れにくい方法で次の事項を表示する

こと。 

（１）申請者（製造業者、輸入業者、販 

売業者等）の名称又はその略号。 

 

（２）製造年月もしくは輸入年月又はそ 

の略号。 

 

（３）使用上の注意 

   アイロン台天板の裏面は、スチー 

ムが抜けたりアイロンの熱で熱く 

なったりするため、火傷に十分注

意をする 

旨。 

但し、構造上、天板裏面からスチ 

ームが抜けない又は防護措置が施 

されているものはこの限りでは無 

い。 

 

２．製品には、次に示す主旨の取扱上の

注意事項を明示した説明書を添付す

ること。 

（１）取扱説明書を必ず読み、読んだあ

と保管する旨。 

 

（２）脚部の折り畳み機構や伸縮機構を 

有するものはその操作方法、調整 

方法並びに固定方法。 

 

（３）附属品を有するものは、その組立

（取付）及び正しい使用方法。 

 

（４）使用上の注意 

  ①アイロン台の上に熱いままのアイ

ロンを放置しない旨。 

 

  ②アイロン天板の裏面は、スチーム

 



が抜けたりアイロンの熱で熱くな 

るため、火傷に十分注意をする

旨。 

 

③脚部を有するものにあっては、使

用時に確実に固定する旨。 

 

  ④可動部を動かす時には、指がはさ

まれないよう注意する旨。 

 

  ⑤アイロン掛け以外の用途には使用

しない旨。 

 

  ⑥アイロン台の上に乗ったり座った

りしない旨。 

 

  ⑦アイロン台に重いものを載せない

旨。 

 

  ⑧水平な場所で使用する旨。 

 

  ⑨アイロン置き台にアイロンを置く

際は、正しい置き方及びアイロン

が確実に載せられることを確認す

る旨。 

 

  ⑩アイロン置き台に使用中のアイロ

ンを置くとアイロン置き台が高熱

になるため、火傷の危険がある旨。 

 

  ⑪アイロン置き台に充電台を載せな

い旨の注意、但し充電台を置くこ

とを想定しているものにあって

は、その取扱事項を記載する。 

 

  ⑫附属品は使用に際し、アイロン台

本体に確実に固定する旨。 

 

  ⑬立ち上る際にアイロン台に手をつ

いて立ち上らない、体重を預ける

ような行為をしない旨。 

 



  ⑭使用前に製品に亀裂や破損がない

こと及びガタツキがないことを確

認する旨。 

 

  ⑮その他必要に応じて保管上の注意

事項 

 

  ⑯ＳＧマーク制度は、アイロン台の

欠陥によって発生した人身事故に

対する補償制度である旨。 

 

  ⑰製造事業者、輸入事業者又は販売

事業者の名称、住所及び電話番号。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

家庭用アイロン台の参考図・本基準で使用する部分名称 

 

○立位使用（立ち型）のものの例 

            

  

 

○座位使用（座り型）のものの例 

            

 

 

 ○天板構成の例（断面） 

             

 

① 

① 

② 

② 

③ 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
⑧ 



 

番号 部 分 名 称 注 釈 

① 天 板 アイロンがけをする部分 

② 脚（脚部） － 

③ アイロン置き台 アイロンを一時置きするための台 

④ 簡 易 棚 簡易的な棚 

⑤ （ハンガー）フック 衣類等を一時的に吊るすフック 

⑥ 仕上馬（肩馬・袖馬等） 部分がけ専用台部分 

⑦ （アイロン）掛け面 アイロンがけの表面（表面布） 

⑧ クッション材（パッド材） フェルト等のパッド材 

⑨ 芯 材 天板の基材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 


